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EP8000 Power10 E1050(9043-MRX) 

ファームウェア変更内容と来歴 

 

 変更内容 

MM1050_078_052 

(FW1050.20) 

・CVE-2024-31916 のセキュリティ問題を修正しました。 

・CVE-2024-35124 のセキュリティ問題を修正しました。 

・CVE-2024-41660 のセキュリティ問題を修正しました。 

・SRC BC10E504 を伴ってパーティションやサーバがハングする可能性のある問題を修正しました。 

・RAM メモリ コントローラーのコア電圧を上げて、動作マージンを増やすように変更しました。本対策は、

SRC BC20E504 のワード 8 が 30500005、30500019、44220005 または CCCC0002 のいずれかである 

OMI 低下状態になったエラーに対処します。 

・メモリの一時的なエラーを軽減するために問題を修正しました。本対策は、SRC BC20E504 のワード 8 が 

30500005、30500019、44220005 または CCCC0002 のいずれかである OMI 低下状態になったエラーに

対処します。 

・CVE-2023-45857 のセキュリティ問題を修正しました。この問題は、Web ブラウザにアクティブな BMC セ

ッションがあり、ブラウザが悪意のある Web サイトにアクセスした場合に発生する可能性があります。この問

題を回避するには、アクセスが不要な場合は BMC セッションからログアウトし、eBMC と他の Web サイト

の両方に同じブラウザを使用しないでください。 

・CVE-2023-37453 のセキュリティ問題を修正しました。 

・ENZ0 IO ドロワによって生成された PEL (プラットフォーム・イベント・ログ) が適時に記録されない問題を修

正しました。この修正により、ENZ0 PCIe4 拡張ドロワーによって生成された PEL は、問題が発生したときに

ログに記録されます。 

・EMX0 IO ドロワで、ケーブルの温度アラームまたは電源アラームを呼び出す問題を修正しました。ログに記

録される最も可能性の高い SRCは、B7006A99、B7006AA6、B7006AA7です。 この修正は、EMXH ファン

アウト・モジュールを備えた EMX0  IO ドロワが接続されているシステムにのみ関係します。 

・SRC B7006xxx がコール・ホームとして設定されない問題を修正しました。この修正により、プラットフォーム

イベントログにコールホーム属性が正しく設定されるようになります。 

・IO ドロワケーブルがエラーの原因である可能性がある場合に、FRU コールアウト・リストに IO ドロワケーブ

ルが含まれない問題を修正しました。この修正により、SRC B7006A84 の一部が SRC B7006A85 または 

SRC B7006A89 に変更され、IO ドロワケーブルが FRU コールアウト・リストに正しく組み込まれます。 

・EMX0および ENZ0 IOドロワの SRC B7006A74 および SRC B7006A75 イベントを誤ってサービス可能イ

ベントとして呼び出す問題を修正しました。本対策は、SRC B7006A74 および SRC B7006A75 をイベントを

情報としてログに記録します。 

・プラットフォームイベントログに含まれる IO ドロワケーブルペアのシリアル番号に関する問題を修正しまし

た。 

・eBMC の再起動または eBMC のリセットで、オンチップ コントローラー (OCC) がアクティブにならない問

題を修正しました。回避策として、BMC を再起動すると OCC がアクティブになる場合があります。 

・First Failure Data Capture (FFDC)のキャプチャーに関するまれな問題を修正しました。障害発生時に 

SRC B7000602 が作成され、HWMCでサーバーの状態が Incompleteになる可能性があります。 

・LPMにおいて、ソース側サーバの LPAR削除中に「ファームウェア用のメモリ不足」エラーが原因で LPMが

失敗する問題を修正しました。 

・ハイパーバイザー障害が原因でシステムが終了した場合に、プラットフォーム・システム・ダンプに正しい

SRC が含まれない問題を修正しました。 

・プラットフォーム・システム・ダンプの作成とオフロードに関するまれな問題の問題を修正しました。障害発

生時に SRC B7000602が作成されます。この修正により、プラットフォーム・システム・ダンプを正常に作成お

よびオフロードできるようになります。 

・TPM ハードウェア通信が不安定になると、散発的な LPM (ライブ パーティション モビリティ) 障害が発生

する可能性がある問題を修正しました。この修正により LPM 操作に堅牢性が追加され、より安定した TPM 

ハードウェアまたはお客様が構成した PowerVM System Key を優先し、不安定と見なされる TPM ハードウ

ェアの使用を回避できます。 

・LPAR Secure Boot が「Enabled and Enforced」に設定されている場合に OS をブートできるように変更しま

した。失敗すると SRC BA540010 が報告されます。回避策は、LPAR Secure Boot設定を「Enabled and Log 

only」または「Disabled」に変更することです。 

・SMS メニューから NVMe自己暗号化ドライブ(SED)パスワードを設定する際の問題を修正しました。この問

題は、Platform KeyStore (PKS)に新しいパスワードを書き込む時間が長いシステムで発生します。回避策と

して、NVMe SED パスワードを設定する操作を再試行します。タイムアウト後に以前の書き込みが成功した

場合は、パスワードが PKSにすでに存在することを示すメッセージが表示されます。 

・LPAR が SRC BA54504D でエラー・ログを通知する問題を修正しました。この問題は、1 つのコアのみが

アクティブなシステムで発生します。 



・Shared processor LPAR にて、プロセッサのディスパッチがまれに遅延する問題を修正しました。この問題

は、Capped の Shared processor LPAR か割り当てられたプロセッサで動作する Uncapped の Shared 

processor LPARでのみ発生します。この問題は、システムに単一の Shared processor がある場合に発生す

る可能性が高くなります。SRC B700F142 が生成される場合もあります。 

・Dynamic Platform Optimization (DPO)、メモリガードの回復、またはメモリミラーリングの最適化操作中にシ

ステムがハングする可能性がある問題を修正しました。この問題は、LPAR が POWER9 プロセッサー互換

モードで動作している場合にのみ発生します。 

・eBMC が SBE(セルフブートエンジン)ダンプ処理中に informational error ではなく unrecoverable error を

ログに記録する問題を修正しました。 

・Server operating mode を選択して保存すると、保存後すぐにすべての server power settingが更新される

問題を修正しました。本対策にて、オプションを設定して保存した後に server power settingは更新されませ

ん。 

・一部のファイルがハイパーバイザーと eBMC との間で正しく転送されない時に、ファームウェアの更新が

失敗する可能性がある問題を修正しました。 

・service/admin を使用したユーザーログインがサービスログイン証明書を置き換えられない問題を修正しま

した。この問題は、ユーザーが証明書を置き換えようとするたびに発生します。 

・BMC ssh キーアルゴリズムを追加しました (ssh-ed25519 および ecdsa-sha2-nistp384)。 

・ホスト鍵アルゴリズムを追加しました(ssh-ed25519 および ecdsa-sha2-nistp384)。 

・起動またはハードウェア障害の後に追加の回復不能なエラーがログに記録される問題を修正しました。 

・ホスト プロセッサと eBMC 間の一部の DMA データ転送が正常に完了しない問題を修正しました。この問

題は、SRC BC8A1E07 で識別できます。 

・ユーザーが電源操作を実行するたびに情報メッセージが追加される問題が修正されました。 

・ナビゲーション バーが表示されない問題を修正しました。 

・NMVe ドライブが表示されない問題を修正しました。 

・NVMe センサーが ASMI GUI (ハードウェア ステータス > センサー) に表示されない場合がある問題を

修正しました。 

・無効な MAC アドレスを設定したときに、error ではなく successが返される問題を修正しました。 

・ユーザーが eth0 で DHCP を有効にすると、eth1 も DHCP 有効になり、ネットワーク設定が失われる問

題が修正されました。 

・ホスト名を変更すると、更新に失敗しても ASMI がログアウトされる問題を修正しました。この問題は、

[Network] ページでホスト名を変更したときに発生します。 

・ASMI PCIe hardware topology にローカル・ポートの誤ったロケーション情報が表示される問題を修正しま

した。 

・ユーザーが電源操作を確認していない場合でも、ASMIが「Reload the browser page to get the updated 

content」というメッセージを表示する問題を修正しました。 

・ユーザーが許容範囲を超える周波数上限値を入力したときに ASM GUI にエラー メッセージが表示され

ない問題を修正しました。 

・eBMC ネットワークが機能せずに、サーバステータスがNo connectionとなる問題を修正しました。この修正

により、BMC NCSI タイムアウト状態が検出されて回復します。タイムアウト状態が検出されると、eBMC イー

サネットリンクがリセットされ、ネットワーク接続が回復します。 

・電源オンまたは電源オフ操作中に HMC が NoConnection 状態になる問題を修正しました。 

・読み取り専用ユーザーが制限されたアクションを実行するときに、常に承認されていないメッセージが表示

されるとは限らない問題を修正しました。 

・ASMI GUIでオプションのChallenge passwordを入力すると、ユーザーが CSR を生成できない問題を修正

しました (Login -> Security and Access -> Certificates -> Click on Generate CSR). 

・ASMI を使用して manual と NTP の間でモードを変更した後、Success メッセージが表示されますが、ASMI 

GUI が更新されるまで前のモードを使用し続ける問題を修正しました。 

・新しい Certificate signing request (CSR)を作成すると、画面とダウンロードしたファイルに不適切な形式の 

CSR データが生成される問題を修正しました。この問題は、[Certificates] ページから CSR を作成するとき

に発生します。 

・構成解除ビットが設定されたサービス不要 (リカバリー可能) イベント・ログのエラー SRC (BD50F138) が

誤ってログに記録される問題を修正しました。 

・[Notices] ページに水平スクロール バーが表示されない問題を修正しました。 

・サービスについて記録されたほとんどの監査ログエントリに、監査対象のアクションの Redfish URI が欠落

している問題を修正しました。 

・物理システム・アテンション・インディケーター (SAI) のステータスがハイパーバイザーに誤って渡され、OS 

メニューに正しく反映されない問題を修正しました。 

・ASM GUIで表示される vpd 情報にて、電源装置のシリアルナンバーが不完全あるいは表示されない問題

を修正しました。 

・ASMIで表示できる real-time progress codes が期待どおりに表示されない問題を修正しました。この不具

合は、サーバの電源をオンしているときに発生します。 

・TLS1.2 を使用して HWMCを接続しているときに、HWMC にレッドフィッシュ・イベントを送信できない問題

を修正しました。 

・レッドフィッシュツールの PATCH 操作が失敗する問題を修正しました。 

・SRC BD56100A および BD561008 を伴って、オペレータパネルが使用不可となる問題を修正しました。 



・チェックストップのダンプ収集中にウォッチドッグタイマーがトリガーされると、追加のハードウェアまたはホス

トブートダンプが作成される問題を修正しました。チェックストップダンプ収集中のウォッチドッグを無効にす

ることで修正しています。 

・オプティカルアダプタの障害が修正された後でも、エンクロージャーフォルト LED がオフにならない問題

を修正しました。 

・ASMIの Event logsのページにて、テーブル内のエントリに対して、2 回切り替えることなく、イベント ログの

resolved/unresolved の操作を実行できるよう修正しました。 

・ユーザーが DHCP UseDomainName 構成を制御できない問題を修正しました。この修正により、eBMC が 

DHCP 提供のドメイン名と連携するように、DHCP UseDomainNames 設定を制御するサポートが追加されま

す。 

・ユーザーが複数のドメインで機能する CSRを生成できない問題を修正しました。この修正により、複数の代

替ドメイン名と SAN 拡張が追加された CSR の生成がサポートされ、この CSR を使用して生成された証明

書がこれらの複数のドメインで機能するようになります。 

・PCIe hardware topology ページにエントリがないときにユーザーが検索とフィルター操作を実行できる問題

を修正しました。 

・ホスト OS稼働中に eBMC がリブートされると、eBMC で生成されたダンプが HWMC で管理されていな

いサーバのホスト OS にオフロードされない問題を修正しました。この修正により、eBMC で生成されたダン

プをホスト OS にオフロードできます。事象発生時は、サーバを Off/On することで、ダンプがホスト OS に

オフロードされます。 

・eBMCで CSR が生成されない問題を修正しました。 

・ハードウェアメモリエラーによってメモリミラーリングが無効になる問題が修正されました。その後のメモリエラ

ーの組み合わせにより、サーバーがクラッシュする可能性があります。 

・DDIMMが一時的なバスイベントに耐えられるように修正しました。 

・BC8A05xx で始まる一部の SRCの記述 (例: BC8A0513) に誤った記述が含まれている問題を修正しまし

た。 

・eBMC に送信される単一のエラーログ (別名 PEL) のサイズを安全に制限して、サーバの起動が失敗し

ないように修正しました。このサイズのエラーログは非常にまれです。 

・NVMeセンサーを認識できないことによりファンが高回転する問題を修正しました。 

・eBMC の HTTPS サーバーが非推奨の CBC 暗号化アルゴリズムを提供する問題を修正しました。この

修正により、eBMC の HTTPS サーバーによって提供されるアルゴリズムから CBC アルゴリズムが削除さ

れます。 

MM1050_059_052 

(FW1050.10) 

・EMX0 PCIe Gen3 I/O ドロワで、ケーブルまたはその他の関連ハードウェアを呼び出してリンクのパフォー

マンス低下につながる可能性がある問題を修正しました。ログに記録されるシステム参照コードは、SRC 

B7006A80、SRC B7006A85、SRC B7006A88、SRC B7006A89 です。この修正は、EMXH ファンアウト・モジ

ュールを持つ EMX0 PCIe Gen3 I/O ドロワが接続されているシステムにのみ関連します。 

・すべての SRC B7006A32エラーがサービス可能イベントとして報告されるように変更が加えられました。これ

らのエラーは、I/O ドロワからシステム装置内のケーブル・アダプターへの PCIe リンク速度が低下した場合

に発生します。この修正を適用すると、次回のシステム IPLで、これらのリンク速度低下に対してサービス可

能イベントが生成される場合があります。 

・まれにファームウェアがメモリ不足状態になり、機能の喪失やシステムの停止につながる可能性がある問題

を修正しました。この問題は、PowerVM NovaLink クラウド・ホスティング環境など、システム・リソースの照会

が頻繁に行われる場合に発生することがあります。 

・サイズが 4 GB (4294967296 バイト) 以上のダンプ (主に SYSDUMPファイル) が AIX または Linuxオペレ

ーティング・システムに正常にオフロードされない問題を修正しました。この問題は、主に SYSDUMPファイル

などの大きなダンプ・ファイルに影響しますが、4 GBに達するか、4 GB を超えるダンプ (RSCDUMP、

BMCDUMP など) に影響を与える可能性があります。この問題は、ダンプが OS に直接オフロードされる 

HMC 管理されていないシステムでのみ発生します。このようなダンプをオフロードしようとすると、構成された

OSダンプ領域が使い果たされるまでダンプファイルが OSに書き込まれ続け、後続のダンプをオフロードす

る機能に影響を与える可能性があります。結果のダンプ・ファイルは無効になり、ダンプ・スペースを解放す

るために削除できます。 

・プラットフォーム・ダンプが使用できなくなる可能性がある問題を修正しました。この問題は、128 MBの論理

メモリ ブロック (LMB) サイズを使用中に、まれに発生します。この問題は、128MB より大きい LMBサイズを

使用することで回避できます。 

・共用プロセッサー・モードを使用するように構成され、上限付き（Capped）に設定されたパーティションが、

割り当てられた処理単位を十分に活用できない可能性があるという問題を修正しました。この問題が発生し

た場合にこれを軽減するには、パーティションプロセッサの設定を上限なし（Uncapped）に変更します。 

・ASM GUIで適切なエラーメッセージがユーザーに表示されない問題を修正しました。この問題は、システ

ムの電源オフ状態のときにユーザーがリソース・ダンプを要求している場合に発生することがあります。 

・システム状態が静止状態に変わってから 1分以内に、ユーザーが Redfishコマンドを使用して FRU構成解

除レコード（Deconfiguration record）を照会すると、Redfish コマンドは内部サーバーエラーで失敗する問題

を修正しました。この修正により、ユーザーは、システムが running/quiesced 状態になるとすぐに、構成解除

レコードを照会できます。 

・HMCユーザー・インターフェースとして Chromeブラウザーを使用し、eBMC ASMI にパススルーする場合

の問題を修正しました。ユーザーがASMIからログアウトすると、HMC もログアウトされます。この修正により、

ASMI ウィンドウは閉じますが、HMCはログインしたままになります。 



・eBMCのアカウントが削除または変更されたときに、eBMC がユーザーセッションを自動的にログアウトしな

い問題を修正しました。回避策として、eBMC ユーザーアカウントを削除または変更する場合は、eBMC 

ASMI メニューの Security and access > HMC and user sessionsをクリックし、接続を Disconnectすることを検

討してください。 

・eBMCローカルユーザーのロールが変更され、そのユーザーの既存の eBMC Webセッションに新しい役割

がすぐに反映されず、セッションが以前の役割で続行される問題を修正しました。回避策は、ローカルユー

ザーのロールを変更しないことです。ユーザー・ロールを変更する必要がある場合は、eBMC ASMI メニュー

の Security and access > HMC and user sessions をクリックし、接続を Disconnect してください。 

・eBMC ASMI の「Event Logs」ページで、他のメニューから「Event Logs」サブメニューをクリックしたときに、

GUI ヘッダーのヘルスステータスが緑から赤にちらつく問題を修正しました。 

・ホストの電源がオンになった直後に、情報クロック診断データ・ログが欠落する問題を修正しました。この修

正により、クロック診断データ ログがホストの電源を再投入するたびに作成されます。 

・eBMC リセットのリロード中に、障害のある電源装置の電源装置 fault LED が消灯する問題を修正しまし

た。 

・システムの実行中に NVMe ドライブを取り外すと、システムファンが短時間高速に動作する問題を修正しま

した。 

・eBMC ASMI に Concurrent maintenance メニューが表示されないことがある問題を修正しました。 

・OSによってスケジュールされるホストの電源オン/オフ機能の問題を修正しました。ホストの電源をオンにす

る時刻がスケジュールされ、そのスケジュールされた時刻に eBMCが再起動された場合、電源オンは行われ

ず、将来のスケジュール設定は不可能になります。 

・HMC と eBMCの間の接続数が HMC と eBMCの間で許可されている最大接続数を超えた場合に、HMC

接続が No connection 状態になる問題を修正しました。 

・不良コアがデコンフィグされず、システムが繰り返しクラッシュする問題を修正しました。サービスを必要とす

る SRCの形式は BxxxE540 です。この問題は、不良ハードウェアを交換するか、手動でデコンフィグすること

で回避できます。 

・サービス・プロセッサー・ファームウェアのセキュリティー問題は、curl ライブラリーを 8.1.0 以降の最新バー

ジョンにアップグレードすることによって修正されました。この問題の Common Vulnerabilities and Exposures 

の番号は CVE-2023-28322 です。 

・メモリエラーによりメモリミラーリングが無効になる問題を修正しました。その後のメモリエラーとの組み合わ

せにより、システムがクラッシュする可能性があります。この修正により、これらのメモリエラーでメモリミラーリン

グが無効になるのを防ぎます。 

・必要のないプロセッサーFRUの保守が要求される問題を修正しました。サービスを必要とする SRCの形式

は BxxxE504で、PRD署名記述は(OCC_FIR[45]) PPC405キャッシュCEと一致します。この問題は、後続の

IPLで問題が再発しない限り、無視できます。再発した場合は、ハードウェアの交換が必要になります。 

・CVE-2021-3505 の vTPM2.0セキュリティ問題を修正しました。 

・CVE-2023-33851 のセキュリティ問題を修正しました。 

・CVE-2023-46183 のセキュリティ問題を修正しました。 

・PCIe スロットの電源がすでにオンになっているときに、2 回目のスロット電源オン処理が発生する可能性が

ある問題を修正しました。この動作により、古いマイクロコードのアダプタで障害が発生する可能性がありま

す。 

・パーティションの System Management Services (SMS) メニューにアクセスするときに、System Reference 

Codes (SRC) が表示を上書きする問題を修正しました。 この問題は、ハードウェア管理コンソール(HMC)に

よってシステムが管理されていない AIX パーティションで発生する可能性があります。 

・システムが HMC 管理されていない場合に、システムを HMC 管理対象として報告するエレクトロニック・

サービス・エージェントに関するファームウェアの問題を修正しました。 これは、HMC で管理されていない

システムの ESA 機能に影響を与える可能性があります。 

・論理パーティションへのメモリの割り当てに関して、プロセッサと論理パーティションのメモリ割り当て間のア

フィニティが最大化されない問題を修正しました。 この問題は、システムがメモリに制約のあるシステム上で 

Active Memory Mirroring (AMM) を利用している場合に発生する可能性があります。これは、AMM を使用

できるシステムにのみ適用されます。 回避策として、Dynamic Platform Optimizer (DPO) を実行してアフィ

ニティを向上させることができます。 

・システムの IPL(初期プログラム ロード)後にシステムメモリの一部が論理パーティションに割り当てられない

可能性がある問題を修正しました。 この問題は、すべてのシステム・メモリーが以前に論理パーティションに

割り当てられていた時の、システム IPL後に発生する可能性があります。 回避策として、DLPAR (動的論理

パーティショニング) を使用するか、目的のメモリ構成のプロファイルを使用してパーティションをアクティベ

ートすることによって、使用可能なメモリを論理パーティションに割り当てることができます。 

・ネットワークアダプタが VLANタグで設定されている場合、SMS メニューからの起動が失敗する問題を修正

しました。 この問題は、SMS メニューからのブート中に VLAN ID が使用され、スイッチなどの外部ネットワ

ーク環境がサーバへ着信 ARP要求をトリガーした場合に発生します。この問題は、SMS メニューで VLAN 

ID を使用しないことで回避できます。VLANは OSをインストールした後に設定できます。  

・SMS メニューの I/O Device Informaionを使用してSAN デバイスを一覧表示するときに報告されるエラーま

たはパーティションのハングの問題を修正しました。SRC BA210000、BA210003、または BA210013 の 1 つ

以上がログに記録されます。 回避策は、パーティションにゾーニングされた各 WWPN に少なくとも 1 つの 

LUN がマッピングされていることです。故障発生時は、パーティションコンソールに次のようなテキストが表示

される場合があります: 



Detected bad memory access to address: ffffffffffffffff 

Package path = / 

Loc-code = 

... 

Return Stack Trace 

------------------ 

@  - 2842558 

ALLOC-FC-DEV-ENTRY  - 2a9f4b4 

RECORD-FC-DEV  - 2aa0a00 

GET-ATTACHED-FC-LIST  - 2aa0fe4 

SELECT-ATTACHED-DEV  - 2aa12b0 

PROCESS-FC-CARD  - 2aa16d4 

SELECT-FC-CARD  - 2aa18ac 

SELECT-FABRIC  - 2aae868 

IO-INFORMATION  - 2ab0ed4 

UTILS  - 2ab6224 

OBE  - 2ab89d4 

evaluate  - 28527e0 

invalid pointer - 2a79c4d 

invalid pointer - 7 

invalid pointer - 7 

process-tib  - 28531e0 

quit  - 2853614 

quit  - 28531f8 

syscatch  - 28568b0 

syscatch  - 28568b" 

・ライブパーティションモビリティ(LPM)が HSCLB60C メッセージを表示して失敗する問題を修正しました。問

題が発生すると、ターゲットパーティションが再起動されます。このエラーは、大量のメモリー(32TB 以上)が

構成されているパーティションの LPM で、ムーバー・サービス・パーティション (MSP) として指定されたバー

チャル I/Oサーバー(VIOS)への接続の 1つで LPMフェイルオーバーが開始された場合に発生する可能性

があります。 

・ライブパーティションモビリティ(LPM)がHSCLB937エラーにより失敗する問題を修正しました。この問題は、

電源オフ状態または障害状態のために VIOS にアクセスできないかつ、システムで「Allow Migration with 

Inactive Source Storage VIOS」フィーチャーが有効になっている(デフォルトで有効になっている)場合に発

生することがあります。回避策として、VIOS をリカバリーするか、--usecurrdata オプションを指定し、VIOS 

の古いコピーを使用して LPM 操作を再試行することができます。 

・サスペンドフェーズ中の論理パーティションのライブパーティションモビリティ（LPM）がハングする可能性が

ある問題を修正しました。OSによって無視される中断プロセス中にエラーが発生した場合、移行がハングす

る可能性があります。この問題は、まれに発生します。システムまたはマイグレーションに関係する VIOS パ

ーティションをリブートすることでハング状態を回復することができます。  

・eBMC ASMIで Permanent Memory COD (Capacity On Demand) リソースをアクティベートすると、リソース

の eBMCビューに誤ったアクティブ化量が表示される問題を修正しました。HMC経由で Permanent Memory 

CODを表示および管理すると、常に正しい値が表示され、ここでは影響を受けません。 

・VIOSやハイパーバイザーのハングを引き起こす可能性のある VIOSへのデータの読み取り/書き込みエラ

ーをより適切に処理するために、ライブパーティションモビリティ(LPM)の問題を修正しました。LPM 中に

VIOS がクラッシュすると、このエラーが発生する可能性があります。 

・制御がホストに移行し、ホストが IPLの初期段階でロードに失敗したときに生成されるダンプのタイプに関す

る問題を修正しました。この修正により、どの起動サブシステムが失敗したかを正確に判断し、正しいダンプ

を取得する機能が追加されました。 

・eBMC ASMI を使用した eBMCファームウェアの更新が「HSCF0230E An error occurred applying the new 

level of firmware」を表示して失敗する可能性がある問題を修正しました。これは、eBMC が詳細な監査ログ

を実行することによってメモリが不足した場合に発生する可能性がある、まれなエラーです。 

・システム上で電源装置の障害または欠落が検出された場合に、エンクロージャ障害 LED がアクティブにな

らない問題を修正しました。SRC 110015FF/110015F6 がログに記録されます。 

・一部の NVMe スロットのビジュアルインジケーターが OSからオンにならない問題を修正しました。これは、

IBM Power System S1014 (9105-41B)システムの NVMe スロットにのみ影響します。 

・メモリリークが原因で、eBMCが静止状態になる問題を修正しました。これにより、HMC接続が No 

connection状態となる問題が発生する可能性があります。eBMC ASMIインターフェイスから eBMCを再起動

することで回復します。 

・停電が発生した場合、eBMCの再起動後にシステム・アテンション・インディケーター(LED)が点灯しない問

題を修正しました。この修正により、eBMCが再起動されると、停電後にシステムアテンション表示(LED)が点

灯するようになります。 

・ファームウェアのダウングレード後に、eBMC ASMI の[Network]ページの IPアドレスが正しく表示されない

問題を修正しました。 

・BD802002の SRC を引き起こす内部エラー処理パスの問題を修正しました。 この SRCは、無効なエラーロ



グがログに記録されているか、ホストによって eBMCに送信されていることを意味します。 

・ユーザーが Server power policy値を保存した直後に新しい policy値に変更しようとすると、policyが以前に

保存されたpolicy値に変更される問題を修正しました。 この修正により、Server power policyが新しいpolicy

値に正しく設定されるようになります。 

・eBMCの再起動後にガードされた FRUの LED状態が失われるというガードレコード作成の問題を修正しま

した。 この修正により、eBMCの再起動後も LED がその状態を保持できるようになります。 

・eBMC ASMI の hardware deconfiguration ページで、"Pel ID" 列の名前が "Event ID" に変更され、その

列に Pel IDではなくイベント IDが表示される問題を修正しました。 

・DIMM総容量の計算エラーが正しくなく、eBMC ASMI (Inventory and LED menu -> System Component-> 

Total System memory) で 0GB と表示される問題を修正しました。 

・電源投入後 30 秒以内にファンを取り外すと (ローエンドシステムでは 1 つのファン、ミッドレンジシステムで

は 2 つのファン)、システムがパワーオフしない問題を修正しました。 

・エンクロージャと FRUの障害 LED がエラーにより点灯し、障害が修正された後でも消灯しない問題を修正

しました。 

・プロセッサチップを交換しても、04D9002B ～ 04D90032 の範囲の Hex Word 8 を含む SRC B111E504 が

報告される可能性がある問題を修正しました。本修正を適用しない場合は、次のレベルのサポートに連絡す

ることをお勧めします。 

・稼働時保守中に電源オフされた I/O ドロワが、HMC または eBMC ASMI ディスプレイの LED インディケー

ターの正しい状態を示さない問題を修正しました。これらのインジケーターにはアクセスできませんが、存在

として表示されます。回避策として、I/O ドロワの電源をオンに戻すと、LED に再び正しい状態が表示され

ます。 

・障害のあるケーブルの保守を支援するためのリンク状況 LEDの不整合に関する問題を修正しました。 こ

の修正により、LED は「すべて On または Off」になりました。リンクが両方のケーブルにまたがるリンク全体で

1つ以上のレーンがアクティブになっている場合、両方のリンクアクティビティLEDがアクティブになります。ア

クティブのレーンがない(リンク トレーニングが失敗)の場合、リンクアクティビティ LED は消灯します。  

・Nest アクセラレータ(NX)GZIPハードウェア圧縮を実行すると、論理パーティションの性能が低下する可能

性がある問題を修正しました。新しい Virtual Accelerator Switchboard(VAS)ウィンドウの割り当てがブロックさ

れ、論理パーティションがソフトウェアベースの GZIP圧縮にフォールバックした場合に、性能が低下する可

能性があります。Power9 processor compatibility mode （Power9 プロセッサー互換モード）で動作している

論理パーティションのみが影響を受けます。 " 

・共有プロセッサーパーティションが応答しなくなったり、パフォーマンスが低下したりする問題を修正しまし

た。この問題は、共用プロセッサーを使用する論理パーティションにのみ影響します。専用プロセッサパーテ

ィションに変更することでこの問題を回避できます。この問題で論理パーティションがハングした場合は、論

理パーティションを再起動することで回復できます。  

・アクティブオプティカルケーブルを被疑部位とする SRC B7006A99 が予測エラーとしてログに記録される問

題を修正しました。この SRCは PCIe機能に影響を与えず、非機能エラーに対する不要なサービス・アク 

・ションを防ぐために、通知としてログに記録されます。 " 

・組み込み I/O(内蔵 USB など)の DLPAR削除が失敗する問題を修正しました。障害のために、SRC 

BA2B000B 隠しログも作成されます。このエラーは、スロット・ベースの (ホット・プラグ可能) 入出力の 

DLPAR 除去には影響しません。組み込み I/Oを DLPARで除去しようとすると、問題が発生し、DLPAR障

害が発生します。 

・既存の Static IPアドレスを追加しようとした場合に eBMCで発生する内部 Redfishエラーの問題を修正しま

した。この修正により、Redfish は、すでに存在する Static IPを追加する要求が行われても正常終了します。 

・HMC GUI上のシステム・アテンション・インディケーター(SAI)に、eBMC FRUに関する誤った情報がある可

能性がある問題を修正しました。これは、eBMC FRUで障害が発生し、eBMCが SAI をオンにするための信

号を HMCに送信できなかった場合に発生する可能性があります。または、障害のある FRUが取り替えら

れ、eBMCが HMCへの信号の送信に失敗した場合、HMC GUI の SAI表示はオフになりません。回避策と

して、SAI LEDの状態は、eBMC ASMIの「Hardware status -> Inventory and LEDs-> System Indicators」ペ

ージのセクションに正しく表示されます。 

・eBMCを起動するたびにジャーナルに書き込まれる「lamp test still running」という誤ったメッセージが表示

される問題を修正しました。次のメッセージは無視してください: 「[Date and Time] … 

phosphor-ledmanager[326]: Lamp test is still running. Cannot force stop the lamp test. Asserted is set 

back to true.」 

・eBMCがリソースダンプの作成要求を許可しないが、ダンプマネージャーがリソースダンプを許可する問題

を修正しました。この問題は、ハイパーバイザーがStandbyまたはRunning状態ではない場合に発生します。 

・eBMCのコード更新後に、ガード（デコンフィグ）されたハードウェア FRUが eBMC ASMI 上で再び動作可

能として表示される問題を修正しました。FRUの状態は、システム IPL が完了し、ガードされた FRU がホス

トによって再度デコンフィグされた後、訂正されます。 

・IPL中のシステム・チェックストップ SRCが物理 OPパネルに表示されない問題を修正しました。OPパネル

には、チェック停止例外 SRCではなく、IPLの最後のプログレスコードが表示されます。回避策として、チェッ

クストップ SRCは eBMC ASMIエラーログに PEL として正しく表示されます。 

・システムが eBMC ASMIを使用して「Manual」モードになった後、異なる動作モードを示す eBMCおよびOP

パネルの問題を修正しました。 これは、eBMC GUI によって「Manual」モードに設定し、OS をインストールし

た後に発生します。システムがシャットダウンされると、eBMC ASMI には「Manual」モードが表示されますが、

OP パネルには「Normal」が表示されます。 



・PowerRestoreポリシー「AlwaysOff」の問題を修正し、システム稼働中に電源が失われた後の復電時に自動

的にシステムの電源がオンにならないようにしました。この自動電源オンの問題は、eBMC ASMIの

PowerRestoreポリシーとして「AlwaysOff」が設定されていると、システムの電源が失われるたびに発生しま

す。 

・eBMC ASMI および Redfish でシステムの合計メモリ容量が正しくない問題を修正しました。回避策として、

HMCは取り付けられたメモリーの正しい値を示します。 

MM1030_060_026 

(FW1030.20) 

本 FWバージョンは、E1050 専用です。 
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